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音 楽 第 55 号 

対象 

校種 

小学校 中学校 

義務教育学校 

高等学校 特別支援学校 
 

生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と豊かに，幅広く関わるために 

― 音楽的な見方・考え方を働かせる学習活動 ― 
 

音楽科では，表現及び鑑賞の活動を通して，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と豊かに，幅

広く関わる資質・能力の育成を目指す。その育成の鍵となるのが「音楽的な見方・考え方」を働か

せることであるが，具体的にどのように働かせればよいか，その一考察と学習活動例を示す。 

１ はじめに 
 

学習指導要領では，音楽科で育成を目指す

資質・能力を「生活や社会の中の音や音楽※１ と

豊かに※２ 関わる資質・能力」と示している。

これまで私たち教師は，日々の音楽科の授業

の中で「美しい歌声で歌わせたい。」，「美しい

音色で楽器を演奏させたい。」といった技能面

の向上や，「楽曲のもつ曲想を生かすために，

音楽を形づくっている要素をどのように工夫

すればよいか考えさせたい。」といった思考

力，判断力，表現力等の育成を重視してきた

が，その先にある，生活や社会の中の音や音

楽，音楽文化につなげる視点に乏しかったの

ではないだろうか。今回の学習指導要領改訂

でこの視点が教科目標に加わり，その育成の

ために音楽的な見方・考え方を働かせること

も教科目標に示された。 

そこで，「音楽的な見方・考え方を働かせて，

生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と豊か

に，幅広く関わる資質・能力を育成する」とは，

どのようなイメージなのか，学習活動例も交

えて考えてみることとする。 

 

 

 

 ２ 音楽的な見方・考え方とは 
 

「見方・考え方」とは，全校種の学習指導要

領解説総則編において「教科等ならではの物

事を捉える視点や考え方」，「各教科等を学ぶ

本質的な意義の中核をなすもの」，「教科等の

学習と社会をつなぐもの」と示されている。 

音楽科ならではの学習活動を挙げるとすれ

ば，自分の思いや意図を伝えるために，歌った

り楽器を演奏したり創作したりする（表現）こ

とであり，音楽を形づくっている要素の働き

によって生み出される音楽のよさや美しさを

味わって聴く（鑑賞）ことであると考える。そ

れを踏まえ，音楽的な見方・考え方は， 

 

 

 

 

 

 

と示されている。注目すべきは，音や音楽を，

小学校では「生活や文化など」と，中学校では

「生活や社会，伝統や文化など」と，高等学校

では「音楽の文化的・歴史的背景など」と関連

付けることであると示されている点である。 

 

※１ 中・高等学校では「音楽文化」も加えて表記 
※２ 高等学校では「豊かに」に代わり「幅広く」と 

表記 ※３ 高等学校では「音楽に対する感性」に代わり「感
性」と表記 

音楽に対する感性※３ を働かせ，音や音楽

を，音楽を形づくっている要素とその働き

の視点で捉え，自己のイメージや感情，生活

や文化などと関連付けることであると考え

られる 



 

３ 音楽的な見方・考え方と育成を目指す資

質・能力との関係 
 

２の最後で述べたように，音楽的な見方・考

え方とは，音や音楽を，発達の段階によって，

生活や文化，社会，伝統，音楽の文化的・歴史

的背景などと関連付けることであるとされて

いる。ただ，その前提として，音や音楽を自己

のイメージや感情と関連付けるような，音楽

的な見方・考え方を働かせることが重要であ

る。 

具体的には，児童生徒は楽曲に出合うと，音

楽に対する感性を働かせ，音や音楽を自分の

心の中で意味のあるものに置き換え，「気持ち

が安らぐ感じ」や「恐怖に怯える感じ」など，

自己のイメージや感情として言葉で表出す

る。そして，なぜそう感じたのかを，音楽を形

づくっている要素の働きによって捉えるので

ある（図１）。 

このような音楽的な見方・考え方は，音楽科

を学ぶ本質的な意義の中核をなすものであ

る。そして，そのようにして捉えた音や音楽

が，更に自分にとってどのような意味や価値

があるのか，ひいては人間にとって，そして社

会にとってどのような意味や価値があるのか

といった，一段階上の音楽的な見方・考え方を

働かせることで，よりよく「生活や社会の中の

音や音楽，音楽文化と豊かに，幅広く関わる資

質・能力」を育成できると考える。 

では，そのような資質・能力を育成するため

に，音楽的な見方・考え方を働かせる学習活動

の例を，児童生徒の発達の段階・校種別に考察

していくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 音楽的な見方・考え方を働かせる学習 
 

 (1) 小学校［低学年］ 

小学校では，音や音楽を，生活や文化などと

関連付けることから入りたい。特に低学年で

は，主に自分の身の回りに存在する様々な音

に焦点を当てたい。 

児童の身の回りには，自然の音，学校生活や

家庭生活の音，社会生活の音など，様々な種類

の環境音が存在する。そのような音を取り上

げることで，自分の生活の中に多くの音が存

在することに気付かせたい。 

例としては，身の回りを探して聴き取った

音を「ザーザー」や「ぽんぽん」などと言葉に

置き換えて表現したり，音色の近い楽器を選

んで再表現したりする学習活動が考えられ

る。また，友達の「どんどんどん」という声の

音色やリズムをまねして反復する学習活動な

ども，音そのものの面白さに気付くことので

きる学習活動として考えられる（図２）。 

このような学習活動を通して，児童は身の

回りの音の面白さや，「音色」や「反復」，「呼

びかけとこたえ」などの音楽を形づくってい

る要素の働きを捉え，音を音楽へと構成して

いく面白さに気付き，生活や社会の中の音に

対する興味・関心を高めることができると考

える。また，国語科や生活科等の他教科等との

関連を図ることもできると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 小学校［低学年］の学習活動例 

 気持ちが安らぐ感じ 恐怖に怯える感じ 

 
 

速度が 

遅いから。 

低音がとても

強くて，「ダダダ」

というリズムが

細かいから。 

 

 ザーザー 

 ぽんぽん 

 

 

どんどんどん 

どんどんどん 

 身の回りの音って，面白いな！ 

もっとさがしたい。 

音色 

反復 

身の回りの音の面白さに気付く 

図１ 音楽を形づくっている要素の働きによって捉えた例 



(2) 小学校［中・高学年］ 

小学校中・高学年では，主に日常生活の中で

耳にする音や音楽に焦点を当て，その音や音

楽の働きや役割を考えさせたい。また，人々の

間で長く歌われ，親しまれている民謡などの

音楽にも焦点を当て，それらの音楽が，人々の

生活にどのように関わっているかを考えさせ

たい。 

例としては，昼や夕方などに地域に流れる

音楽や，視覚障害者のために考案された身近

な音や音楽などを取り上げ，曲想や音楽を形

づくっている要素の働きに触れながら，それ

らの音や音楽のもつ役割について考える。そ

して，全ての人が暮らしやすい社会の在り方

について話し合うといった学習活動が考えら

れる。また，地域に伝わる民謡や記念歌などを

取り上げ，それらが生み出された背景を想像

したり，実際に音楽表現をすることで，様々な

境遇にある人と人とのつながりを実感したり

する学習活動も考えられる（図３）。 

このような学習活動を通して，児童は曲想

から様々な音楽を形づくっている要素の働き

を捉えることができ，身の回りの音が自分や

社会にとってどのような役割があるかを学ぶ

こともできると考える。また，社会科等の他教

科等との関連を図ることもできると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 小学校［中・高学年］の学習活動例 

(3) 中学校 

中学校では，主に生活や社会などにおける

様々な音や音楽に焦点を当て，音や音楽と生

活や社会との関わりについて考えさせるよう

にしたい。また，様々なジャンルの音楽にも焦

点を当て，伝統や文化との関わりについても

考えさせたい。 

例としては，演奏家を招くような芸術鑑賞

会を設定し，一流の生演奏を聴いたり，音楽を

通して社会に貢献している演奏家の考えや人

柄などに触れたりする学習活動が考えられ

る。また，生徒がこれからの人生で様々な音楽

に出合えるように，クラシック音楽や伝統音

楽，日本・海外のポピュラー音楽，ジャズなど，

時代や世代を超えた様々なジャンルの音楽に

触れる学習活動も考えられる。さらに，音楽文

化を守るための著作権について理解を深める

学習活動も考えられる（図４）。 

このような学習活動を通して，生徒は様々

な演奏形態から生み出される音楽のよさや美

しさを感じ取り，それらの音楽がどのような

意味や価値をもつのかについて学ぶことがで

きると考える。また，脈々と受け継がれている

音楽文化を守ろうとする態度を養うこともで

きると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 中学校の学習活動例 

 

 
この音楽が聞こえ 

てきたら，家に帰ら 

ないと！ 

 
ゆったりした感じの旋律

と，やわらかい歌声で，仕

事で疲れた人々の心を癒や

していたんだね。 
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(4) 高等学校 

高等学校では，主に音や音楽を媒体とした

コミュニケーションを通して人間が歴史とと

もにつくり上げてきた音楽文化に焦点を当

て，音や音楽と文化的・歴史的背景などとの関

わりについて考えさせるようにしたい。 

例としては，世界各地の音や音楽が，民族に

とって文化的な生活を営む上で必要なもので

あったことや，民族の信仰心とともに音楽が

受け継がれ，あるいは民族文化の発展ととも

に音楽が形を変えていったことなど，音や音

楽と文化的背景が関わっていたことを理解す

る学習活動が考えられる。また，音楽が生まれ

るときには，歴史や当時の社会状況などの背

景があり，音楽にも大きな影響を与えている

ことから，曲想から歴史的背景を想像するよ

うな学習活動も考えられる（図５）。 

このような学習活動を通して，生徒は音楽

文化に対する理解を深めるとともに，音楽を

教科として学習する最後の機会となる多くの

生徒が，その後の人生において，音楽文化を継

承，発展，創造しようとする態度を養うことが

できると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

５ おわりに 
 

 音楽的な見方・考え方を働かせる学習活動

例を，児童生徒の発達の段階・校種別に考察し

てみた。学年の発達の段階が上がるに従い，対

象となる音や音楽が広がっていくことが分か

る。それに伴い，音や音楽と関連付ける視点

も，自分の身の回りから日常生活，社会，そし

て文化・歴史へと広がっていく構図が見える。 

 ここで取り上げた学習活動例は主に，児童

生徒が生活や社会の中の音や音楽に触れたこ

とが最初のきっかけとなっている。一方，音楽

の授業で学んだ音や音楽が，実際に生活や社

会の中にどのように生かされているか考えさ

せるような学習活動も大切にすることで，音

楽的な見方・考え方を更に働かせたい。 

音楽的な見方・考え方は，１単位時間の授業

で取り組んだからと言って簡単に働かせられ

るようになるものではない。学年の発達の段

階に即した音楽的な見方・考え方を働かせる

ような学習活動を日々の授業で設定すること

で，それは可能になると考える。 

 私たち教師は，児童生徒に生活や社会の中

の音や音楽，音楽文化と豊かに，幅広く関わる

資質・能力を育成するために，時宜を得た音楽

的な見方・考え方を働かせるような学習活動

を展開していきたい。 
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図５ 高等学校の学習活動例 （教職研修課 中山 拓郎） 
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